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『テーマ 購菫激と資儀轟劣ス藤―ジで」       校長 長 尾 繭寸 史

30彗 の嚢体みが終わり、焼 2ステージの後半裁が要:〕 まりました。 :発 奪、嚢体み誘 |サ 勢学校だ

よつ:よ、中体達彙大会までくf)i郡稼ふ参を転える弯容が主こなります。今年t総感として、商幸生、

3年生の様子通つしLて伝えます3難か学校だよつも爵雹ても露き記 した菫えがありますが、私 1凛

42期の 3奪壼 i■ 対して、大変な誤解をしてしヽました。42期笠 |よ 、入学鮨調なら落ろ彗し`た態度

で轟をよく鐘<緊畿な隻撻たちが多し`集麟こし`う『澤象がありま tノたこ喪く言えば「真藝尋な生徒

たち」.,「 うんうん」と曇き、どんなことでも受:す 入れる寛容さも感 していました。逆 :こ言えiぶ、

繁蔵 σ
~ぎ

るあま犠、母難隻:釜 さ:こ欠 |す るので 1ま なりヽか? 表弩豊か :こ感 '1毒 を表 |こ轟してお
`ね

返す正

ネルギーが弱しヽσ:)で はなりヽかと感じる懲むギ 私の中 :こ ありました.と ころがこうでし二う。今年

の中体運を振り通り、 3年生へ舎見力が、もの分琵事饉変わ■)たのです=上職 大会へ轟場 しよう

とする嬢張攀や鎮績雛ももるんのこと、i式倉 |こ機む姿勢・ 態度・ 表 :構が慧繊を越えるものだった

のです。勝 った3式含も彙 :ザ た言重8も、繭中の生徒が、大会会場で、一番うれしそヽうな菫びの表携

を舜せ、~番
'簿 ξノく想しし`表蝿を見せていたのです。「こんな発事な泣き笑いの感'薦表競ができ

る事たらだったと|ま 一」と、胸が締め1寸 :夕 られる憩与ヽが tノ ました。「内 |こ秘砕た鋼轟と決意_liこ

感動キプ通のです。感 11篭 曇炎 |こ |よ様毅な色があります。42蕪生鍛炎な薦濃です。

42難の生難 :こ対する悪与ヽが、墓薩上がり|こなる難中、長:繊 彗暴と吹葵楽郡命鷺ンタールがあ

姪)ま tメた.簿轟が襲示されて lJ｀ る静圏華民ギヤラ :り ~を読れると、美術部曇の生徒数名が受 :す :寸

:す テープんで待ら受 iず 、 1こ :ら みつ |す るような 8繊 難 して、来場者を

`寺

ち受 iサ てしヽるので■,そ機t
その |ます、震示されてしヽ41年鍵が、オニって、海 ひて補さ上|ザ難秀奪なか惨だからです;とめ奪 [己

も、1苺度となく壁 :こぶつかり、熟考を経尼奪轟てあることがすぐ分かりましたこ受 |す簿 :丁 命隻籍

たち08畏難し1本「私たち命作品を同で簿しい :」 としヽう曖繊だ 1)たのです。:毯 らしく慧しゝました .‐

吹奏楽群は、導者:〕 燿敷Eン クーール補轟の第一漢疑蓬と tノて登場 しま tメた,,会場の幾津華霊文化

食鑢の雰彙気|よ、緊]長感で違まつていない:IA況で tノたが、縄幸⇔演養で、党事 |こ熱を歌き込み、

会i場 を溝かせましF:1_。 また 8角 51癬こ1志、高松念機の夏祭つての海嚢があり、お祭

`)彙

:来 ら孝Lた

鼈!或

`〕

海々に大変喜んでしヽただくことができましノた。歌養楽33の 1鍵 び:密 びした湊養と、続率感の

ある音楽性がこでも魅力範で、それを学級のめたち :こ幅 :す られたことをうれしく憩しヽましたく

さて、第 2ステージ●テーマ1意 |… 挑輔と資任_|で す.)中体達で幕菫 1サ したこ鋳ステージ1ま 、生

娃会議大指事が 駿蝿祭」「で鮮機<く られます。42難生を 1ザ ーダー…こ tノた高滋①炎て、大絲 :こ 表

湾を爆発させて :意 し/轟ものです。
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宮竹小学孤自治体連合会主催「夏祭↓′」演奏風景



南中学校区小中一貫教育だより
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7月 31口 (踊 )に 繭中グループ内で小中一貫教育夏李研修会が
｀
開かれました。小中の教員が入り交

じって、探究学習への理解を深めるワークショップi鋼又り組んだり、各学年部や各推進部会で各校の児童

生徒の様子、力を入れ
・ている指導や支援、その成果と課題を共有したりすることができ、充実した会 |こ な

りました。以下では、研修推進部会と生徒指導。特層」支援教育推進部会の様子を紹介します。

洟釉蟷薇骰鰺卜⑫鋏鰤燿鯰

研修推進部会では、共通のテーマ「どの見董菫後も参鵞露すに鑽

h」 :こ
‐ついて、7層 初旬を1行った「授業を見合う会」や爾々の授業を振

り返↓
|、 7月 までの成果ど課題を話し合いました。

成果ど響て、

`児 童生徒が課題に向かつ姿勢ができてヽヽ為

・ 友達と積極的|こ 対話することができる

課是鳳として■

・ 児童生徒が
｀
自分の思いや考えを分かりやすく表現する

ことが
｀
挙 |ず

｀
られました。

議中学校区の児童生徒や授業↓こついて考えるとでも有意義な研修

会になりまtyた 。夏季研修会で履升修したことを活かして、夏体み明けか

ら各校で授業 |こ取 }′ 組んでい きます。

鸞 綺 儡 蝙 鰺褥 吻 笏 蟷 頷 咆 饉 雖 扮 餃

<1堂縫 鶉 藝 >

①「タフな人づくり1:[向 けた実践」と、②「各校の校興哺:こ つし`ての

情報交換」を‐テーマに、全体で情報を共有亀′ました。各校での児童生

徒の実態に沿った“ダフな実践"や校貝」見直しの状況、南中で議会う

際の共通認識もできました。尚、来年度のテーマも「不登校の実態と

対應」という課題́が
｀
出されました。(短時間で

｀
したのでもっと深まる話

し合いがしたかったです。)

<籍 吻 鷺 援 馘 竃 >

「教育の ∪D化」をテーマ:こ 、小グループで各校の実践に 人́ でヽ1青

報共有をしましたQ環境の り9イヒ(全クラスで掲示物の統一、物θ)置

き方や靴箱の使い方の糸充―等)や授業の UD化 (ノ ートの書き方J)統

一、手本の示し方、学び方の選択等)|■ ついて活発な話し合ヽ`が行わ

れました。∪D化の目的を常に考え、児童生徒の実態に合ったものを

教師が見極めて、わかりやすく安烏できる教育活動を31き 続き目指し

ていきます。
次号は、 12月 1日 (金)に発行予定です。


